
 

令和５年度 学校自己評価計画書 

石川県立七尾特別支援学校珠洲分校 

重点目標 具体的取り組み 主担当 現  状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 
授業実践力の向上 

(教科指導の充実) 

各部で教科学習の授業シ

ートをもとに授業検討会

をして、授業ビデオをも

とに事後に改善について

整理会を行う。PDCAサイ

クルで実践力の向上を目

指す。 

 

教務課 

(研究) 

教科学習において、各々の先生

方で児童生徒が主体的に学ぶた

めの授業づくりを行っている

が、互いに見合う機会が少な

く、客観的に授業を検討する場

が少ない。 

【努力指標】 

授業検討会と授業整理会とを合わせ

て参加者に対しアンケートを行い、

授業内容について評価する。 

授業づくりのPDCAサイクルが

機能し、教科指導の充実に結

びついたと実感した教員の割

合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標 Ｂ以上】 

中間評価でＣ以下であ

れば取り組み内容及び

方法を再検討する。 

その都度評価

し累計の割合

で評価してい

く。 

２ 
地域社会との連携 地域にある長寿園、公民

館、保育園等との交流を

行い、児童が色々な人と

関わる経験を積めるよう

にする。 

小学部 コロナ禍中では、ボランティアの

方による読み聞かせを除いては、

地域の方と関わる機会がなかっ

た。今年度は関わる場や相手を広

げ、児童が色々な人と関わる経験

を積めるようにしたい。 

 

【成果指標】 

長寿園、公民館、保育園等との交流

を行い、交流の前後で児童が主体的

に活動していたかなどの変容が「と

ても見られた」「見られた」「あま

り見られなかった」の３段階で教員

が判断して評価を行う。 

３段階評価で「とても見られ

た」「見られた」と答えた教

員の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標 Ｂ以上】 

中間評価でＣ以下であ

れば取り組み内容及び

方法を再検討する。 

その都度評価

し累計の割合

で評価してい

く。 

中学部では、公民館交流

や里山里海学習、高等部

では、地域での販売実習

や外部団体（里海研究所

、公民館、長寿園、など

）と連携した取組を実施

していく。また、新たに

駐在所や消防団、地域企

業の見学、保育所交流を

行っていく。 

 

中学部 

高等部 

コロナ禍中では、限られた人間

関係の中での学習になっていた

り、オンラインや活動場所、活

動人数など工夫しながら活動を

したりしていた。しかし、生徒

の成長にとっては十分ではな

く、よりいろいろな人との交流

が大切であると考える。５類感

染症への移行に伴い、地域の団

体や人材との連携を図り、より

交流が図れることに期待した

い。 

【成果指標】 

交流などの授業や活動の目的に照ら

して、生徒の様子や発言から満足で

きるものであったかを、授業や活動

に関わった教員全員に対し、「大変

よかった」「よかった」「十分では

ない」の３段階で毎回アンケートを

行い評価する。 

 

 

３段階評価で「大変よかった

」と答えた教員の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標 Ｂ以上】 

中間評価でＣ以下であ

れば取り組み内容及び

方法を再検討する。 

その都度評価

し累計の割合

で評価してい

く。 

３ 
安心・安全な学校

づくり 

(メディア・ＩＣＴ

の適切な活用) 

全学部で、児童生徒の実

態に応じてメディアや 

ＩＣＴ機器の使用につい

ての情報教育を行う。 

全学部 一人に１つタブレット端末が割

り当てられ、授業等で活用して

る。ただ、子どもたちによって

操作方法の習熟に差があるだけ

でなく、使い慣れている子ども

たちは興味のあるアプリや情報

に偏る傾向があり、使い方のル

ール等も学ぶ必要がある。 

【努力指標】 

各学部、児童生徒の理解度に合わせ

てＩＣＴ機器の使い方やルール、メ

ディアリテラシー等に関する授業を

行う。 

メディア・ＩＣＴ機器の適切

な活用に関する授業を行った

回数が 

Ａ ８回以上である。 

Ｂ ７回である。 

Ｃ ６回である。 

Ｄ ５回以下である。 

【達成目標 Ｂ以上】 

中間評価でＣ以下の場

合は、授業の計画を再

検討する。 

９月、２月に

授業実施回数

を数える。 


